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現場 を訪ね て 一 温井 ダム の 建設 現場
一

ニ ュ
ー

ス 担 当グル ープ委員会

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぬ　く　 い

　今回 は建設省 中国地 方建設局 で 建設 中 の 温井 ダ ム

工 事現揚 を訪ね ま した 。 温井ダ ム は ， 平成 3 年 7 月

に 本体工 に着手 し
， 現在 ダム の 基礎掘削 ・仮設備機

械 の 据付 の 最盛期 （平成 5 年の 秋 に掘削終了予定）

で あ る。現場事務所で ， 川上俊器所長 （口絵写 真一

13）か ら温井 ダム の 概要説明を受け，そ の 後掘削中

の 現場 お よび今回 の 取材 の 目玉 で あ る全国最初 の ワ

ーク ス テ ー
シ ョ ン を案内 して い た だ い た 。
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1．　 温 井 ダムの 概要

　温 井 ダム建設事業は ， 建設省中国地 方建設局 が広

島市を流れ る太 田川 の 上流，滝山川に 建設中 の 多目

的 ダム で ある。ダム型式は ア
ー

チ 式 コ ン ク リー トダ

ム で ，堤高は 155m と，黒 部ダ ム （関西電力  ， 富

山県） に次 い で 我 が国第 2位 の 規模 とな る。ダム の

目的 と し て は ，太 田川 （流域面積 1690km2 ） の 洪

水防御 ， 流水 の 正 常な機能 の維持 ， 広島市お よ び そ

の 周辺 地域 へ の 水道用水 の 供給 ， な らび に発電があ

げ られ
， 昭和49年度よ り実施計画調査 を開始 し ， 昭

和 52年度よ り建設， 平成10年度竣工 を 目指 し て い る

（口 絵写真一14）。
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2 　 ワ
ー

クス テ ー シ ョ ン

　　ー ダム 建設事業のイ メ ージを一
新

一

　温井 ダ ム ワ ーク ス テ ーシ ョ ン は ，快適で や す らぎ

の あ る作業環境を提供 し，現揚 と そ の 周辺 の 美化 を

促進す る 目的 で ， 平成 4 年 7 月 に 全 国初の 現揚事務

所 ， 作業員宿舎
一

体型施設 と し て 誕生 し た （ロ 絵写

真一15）。

　こ こ に
， ダム 本体建設共 同企業体 と関連工 事業者

17社の 宿舎 と事務所 が ま と め ら れ て い る。

　ワ
ー

ク ス テ
ー

シ ョ ン の 構造は鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト4

階建 て で ， 床面積が ， 1 階約 2000m2
， 2 〜 4 階は

お の お の 約 1　400　m2 で
， 延 べ 約 6200m2 で あ る 。

1 階は 事務所 （写真一 1）お よ び 食堂 ス ペ ー
ス ， 2

階以上 は宿泊施 設で あ り， 1人部屋 48室（写 真一 2），

December ，1993

2人部屋 158 室 の 計 206 室で約 360人収容で きる 。

4 階に は大浴場 （写真
一3197 　m2 ） お よ び女子用小

浴場 （86皿
2
）を備え て お り， こ の ほ か ， 談話 コ ーナ

ー， トイ レ，洗濯揚 を各階に 2 箇所ず つ 設置し て い

る 。 また ， 屋外に は 日本風 庭園を設 け ， 入居者 の 憩

い の 場 と し て い る 。 ワ
ーク ス テ

ー
シ ョ ン 全体 の 快適

で清潔な環境は 3K （き つ い
， 汚 い

， 危険）イ メ L…

写真
一 1　 ワ

ーク ス テー
シ ョ ン 内 の 事務所
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ジ の 払拭に つ な が り， 現場に活力 を呼び 起 こ す こ と

が期待 され て い る 。

写 真一2　 ワ
ーク ス テーシ ョ ン 内の 1 人用 の 宿泊施設

写真
一3　 ワ

ーク ス テ
ー

シ ョ ン 内の 4階に あ る大浴場

写真
一 4

72

ワ
ーク ス テ ー

シ ョ ン の 1 階に 設 けられ，一

般に解放され て い る自然教室

表一2　浄化槽仕様

処理対象人員／470 人槽 （94rre／日）

処 理対象排水／ し尿及び 生薦雑排水

処 理 芳 法／建 設省 告示 1292 号 （第 5−2）接触ば っ気方式

　　　　　　　　， 噺厂
麟

一蒔
講

｝
至ざ，P。旧　　　硬　》

瞠
，、欝 　・嬲 ・

　　　go ％

蠅黼 藩 療

一艦1r
　　　　　　　BOD　1−2 ロpm
　 「．　 　　 匡　蹕」7 99、9−9995％

流 入水 の BODI ま

20Dppm 程唯

原水ボ ン プ掩／ ］1；，icの 第1流λ 椿で 大きい ゴ ミを ス クリーンで除 去する。
　 　 　 　 　 （排水 量の 10分問可能の 規榠）

沈 設 分 離 権／汚濁 した 有機物 を嫌気性 バ クテ リア （酸素が な くて も
t
［き ろ

　 　 　 　 　ttるバ クテ リア）に よっ て泊化分解させ 昌。
流 量 調 整 権／汚水が一度 に多 く流入すると放流す る水質が悪化するの で．
　 　 　 　 　

一痔的に 汚水を貯 め徐凝 に 移流す る。こ の ため 容量 を大 き く

　 　 　 　 　 して い る．
接 触ば っ 気槽／擶 化効 率を寓め るため に．数 写 に分 離 して い る。接 触材 ヒし

　 　 　 　 　て＃Lme臥斜り罐材 を詰め込み、空気 〔酸 素〉 を吹 き込む こと

　 　 　 　 　 に よっ て、汚水を循環 させ る と同時に好 気性バクテ
）
〕ア 酸

　 　 　 　 　緊を虹 む バ ク テ リア）を繁殆 させ 、汚泥 を分 解 しまT 。ス 、
　 　 　 　 　 油 材 の 問 の 酸菜 の 行 き渡 らな いとこ ろ で け嫌 気性 バクテ 1ノア

　 　 　 　 　 〔酸素 が なくこLtLきられるバ ク テ リア｝ か 綮殖 しrり泥を分

　 　 　 　 　 tpします。
　 　 　 　 浄化檣の 特徴

　 　 　 　 　接 触ば っ 気櫓にプ ラスチ ッ ク濾材 を使凧 する ため。
　 　 　 　 　   浮遊物の捕捉力が強 くバ クテ リア に充分な栄賛 と鼓 ．基
　 　 　 　 　 　 　 な住環境 をつ くる 9

　 　 　 　 　   酸素温度が多様であるこ とに よリタ棟なバクテ リア の

　 　 　 　 　 　 　 繁殖に よる画度な浄化力呵 能である．
　 　 　 　 　   　高度な t争化能力に よ り目づ まりが なく．余剰汚記力 ほ

　 　 　 　 　 　 　 とん ど出な い と言われて い ます，
　 　 　 　 　なお、こ れ らを可 能にす るた めの 条件 と して

　 　 　 　 　 逓 常よ り大きい 沈澱分離副槽 （腐欺摺）及び b
−lt量調整抽 乃

　 　 　 　 　 設置を行 う。

oo

図 一1　 温 井ダム 位置図

　な お ， 1階 ロ ビー
と こ れ に 隣接す る 1 室は

一般 に

開放され ， 温井 ダム イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン セ ン タ ーと

温井自然教室 （写 真一 4） と し て 利用 ， 温井 ダム の

目的や建設方法 ， さ ら に 周辺地域 の 自然状況 に関す

る情報提供 を行 っ て い る 。

　 ワ
ー

ク ス テ
ー

シ ョ ン 建設地点 の 用地 は，元 々 加計

町所有の もの で ， 温井 ダ ム 工事事務所 が資材置場 と

し て借用 し て い た所に ， ワ
ーク ス テ ーシ ョ ン を町 と

の 合意の もと に建設 した もの であ る 。 ダム完成後は

地域の 潜 性化 の た め に ， 有償で 町に払下げ られ る予

定で あ る
。

　ワ ー一ク ス テ
ー

シ ョ ン の もう
一

つ の 特徴 は ，
BOD 　l

ppm ま で 浄化 で き る高性能合併浄化槽 を設置 した こ

とで ある （表一2， 図一3）。

土 と基 礎，41− 12（431）
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3　 地域振興 と ともに

温井 ダム お よ び貯水池は ， 広島県山県郡加計町 と

∵

1；

戸河町 に ま た が っ て い る が ， 主だ っ た産業が な く過

疎化が進ん で い る。 こ の こ とか ら ， 周辺整備 は タ ム

を中心 と し た観光 レ ク リ エ ー
シ ョ ン 施設 の 整備 と し

ー
OO8

図
一 2　温＃ダム 付近案内図
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樗 幽

即

5日聾ゴ兮

黶   ま

て 進め られ て い る 。 水没家屋の うち ，

21戸 が タ ム サイ ト右岸直上流の ⊥捨場

跡地 に移転 し て お り， そ の 周辺 に 特産

生 産施設 ， 文化セ ン タ ー， コ ミ ュ ニ テ

ィ
ー広場お よ ひ渓流付替えを利用 し た

「せ せ らぎ公 園」 を計画 ， 設置 し て い

る 。 ± た ， 近傍で ダム，貯水池が一望

に 見破 せ る位置に ， 第 3 セ ク タ ー （加

計町40％ ， 広 島電鉄40％，地元 の 農協 ，

漁協，森林管理組合等の 財 団 法 人 2e

％） に よ る ホ テ ル ＆ リ ゾー ト施設 と し

て 温井 ス プ リン ク ス （写 真一 5）か す

で に完成， オ
ープ ン し て い る 。 こ の 施

設 も，加計町 がダム 開発に 期待 し，地

元 の 地域振興を 目的 として建設 された

もの て あ る 。
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図
一3　 ワークス テーン ヨ ン 浄化槽 の フ ロ ー

Deoembe 『，1993

写 真一 5　第 3 セ ク ターに よ る ホ テ ル ＆ リ ゾート

　　　　 施設 と し て の 温 井 ス プ リ ン グ ス

　以上，温 井ダ ム の ワ
ー

ク ス テ
ー

ン ヨ ン を

中心 に述 へ て き た が ， 現場 を訪ね て温井 ダ

ム が地域 ととも に歩ん で い る姿を目 の 当た

りに し，今後 の ダ ム 事業の あ る べ き姿に触

れ た思 い か し た 。

　最後に，お 1亡し い な か我々 ニ ュ
ース 担当

グル
ープ を最後 ま て案内し て 下 さ っ た温井

ダ ム コニ事事務所 長川上俊器氏 に深甚 な る謝

意 を表 し ます、，

（文責　大本和 弘）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原 稿受理 　1gq377 ）
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